










第２回福岡交通圏タクシー特定地域協議会

平成22年２月１７日
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「安心・安全なサービスを提供するためのタクシー
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福岡県のタクシー事業の状況
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１．一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー）とは・・・・
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２．タクシー事業に関する現行制度の概要

福岡交通圏・北九州交通圏では、地理試験に合格するなど一定の要件を満たし、国土交通大臣の登録を受けた者でな
ければタクシーの運転者として乗務させてはならい。

（福岡交通圏のみ）

・輸送の安全確保に必要な体制・能力の審査（例：車庫・休憩仮眠施設、教育・指導体制等）
・事業を適確に遂行するに足る能力の審査（例：資金計画、法令知識試験、損害賠償能力、最低保有車両数等）
・欠格事由（過去２年以内に事業許可の取消処分を受けていること等）に該当しないこと

○新規許可・増車認可の審査基準に、新たに発生する輸送需要によることを追加
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３．タクシー事業が抱える課題のまとめ
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Ⅱ．タクシー事業の輸送の現況
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２．各特定地域における法人タクシーの輸送実績の推移
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北九州交通圏のタクシー各種指標の推移（法人のみ、H１３＝１００）
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５．福岡県におけるタクシー運転者の労働環境（１）

年間推計賃金
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＊１．注 ２０年の数値（３４７）については、の以下の２点に留意が必要。

①１９年の運賃改定を踏まえ、運転者の賃金改善を行政指導による改善効果がある点。

②推計は、統計調査による６月の実績値を基に作っており、９月のリーマンショック以降の景気悪化による影響は加味されていない点。

＊１



厚生労働省 賃金構造基本統計調査より
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ドライバーの高齢化が見られる。労働賃金が全産業よりも低水準となっている。
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＊１

＊１．注 ２０年の数値（３４７）については、の以下の２点に留意が必要。

①１９年の運賃改定を踏まえ、運転者の賃金改善を行政指導による改善効果がある点。

②推計は、統計調査による６月の実績値を基に作っており、９月のリーマンショック以降の景気悪化による影響は加味されていない点。



６．福岡県における人身事故発生件数の推移（H１３＝１００）

福岡県警察本部交通部交通企画課 交通年鑑ダイジェストより- １８ -

人身事故件数
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資料 ４
適正と考えられる車両数の算定について

○需要量の算定

次式により推定。

需要量（２１年度の推定総実車キロ）
＝２０年度の総実車キロ × 平成１６年度から５年間の総実車キロの各前年度比の平均値

○適正と考えられる車両数の算定

次式により行う。

適正と考えられる車両数

＝需要量 ÷（過去５年間の平均総走行キロ × 平成１３年度の実車率

÷ 過去５年間の平均延実働車両数）÷ ３６５ ÷ 実働率（※）

※実働率については、「９０％」及び「８５％」を適用してそれぞれ算出。

「９０％」 「８５％」
・北九州交通圏 約 ２，６９０両 約 ２，８５０両
・筑豊交通圏 約 ３９０両 約 ４１０両
・福岡交通圏 約 ４，０４０両 約 ４，２８０両
・久留米市 約 ５６０両 約 ５９０両
・大牟田市 約 ２００両 約 ２１０両

〈参 考〉 平成２１年３月３１日現在の車両数
・北九州交通圏 ３，２６１両
・筑豊交通圏 ５１５両
・福岡交通圏 ５，２４７両
・久留米市 ７１４両
・大牟田市 ２５８両 - １９ -



年間必要実働車両数

旅客が利用した距離

１日当たり実働車両数

タクシーが稼働した車両数

÷

適正車両数

タクシーが稼働した割合

平成１３年度
実車率

３６５日 実働率×需要量 ÷ 過去５年間
平均総走行キロ

過去５年度
平均実働車両数

÷ ÷ ÷

＝ ３６５日 実働率需要量 ÷ 年間実車キロ 過去５年度
平均実働車両数

÷ ÷ ÷

＝

＝

＝

需要量 ÷ 年間１両あたり実車キロ

３６５日

＝

÷ ３６５日÷ 実働率

÷ 実働率

÷ 実働率
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